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１．事業の概要

里山で営巣し、周囲の水田等で採餌するサシバ等の猛禽類において近年

個体数の減少が見られており、サシバは平成18年12月に行われた環境省レ

ッドリストの更新の際にランク外から絶滅危惧Ⅱ類にランクが上がった。

また、生息地が開発にさらされることが多く、開発行為との調整を巡る

問題が顕在化している。

さらに、砂浜や埋め立て地で繁殖するコアジサシにおいても、繁殖地周

辺で開発が行われる事例が多く、その際に代替の繁殖地の創出等の保全措

置が事業者により行われることがあるが、その効果について不明な点も多

い。

このため、本事業において、サシバ等について、生息状況や開発行為に

よる影響について把握するとともに、効果的な保全策の検討を行い、事業

者が環境影響評価等により保全策を検討する際に参考となるガイドライン

を策定するとともに、コアジサシについて各地で行われている保全措置の

事例をもとに、効果的かつ効率的な保全策の検討を行うものである。

２．事業計画

（１）サシバ等ガイドライン策定（平成２２年度～２４年度）

（２）コアジサシ保全手法検討（平成２２年度～２３年度）

３．施策の効果

サシバ等のガイドラインを策定することで、開発行為とサシバ等の保全に

関する調整の円滑化と事業者による効果的な保全策の推進が期待できる。

また、コアジサシについても効果的かつ効率的な保全策を明らかにするこ

とで、事業者による保全の取組が推進されることが期待できる。
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